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社協だより 2006年(平成18年)３月１日 ( 2 )��������������������������������
赤い羽根共同募金が10月１日～12月31日までの３ヶ月間で4,590,399円､歳末たすけあい募金

が12月１日～31日までの１ヶ月間で総額4,202,161円を収納させていただくことが出来ました｡
自治連合会をはじめ､多くのみなさま方のご協力をいただいたおかげと､大変感謝しています｡
赤い羽根共同募金は､ みなさまから寄せられた善意を有効に活用させていただくため､ 地域
配分され､ さまざまな地域福祉活動に生かされています｡
歳末たすけあい募金については､ 配分委員会 (自治連合会､ 民生委員､ 行政､ 社協等で構成)
で､ 検討していただいた結果､ 地域福祉活動の推進のために次のように配分させていただきま
した｡
これからも地域福祉活動の推進のため､ みなさまのご協力をお願いいたします｡

歳 末 た す け あ い 募 金 配 分 先

①老人施設入所者へ見舞金

②心身障害児者施設入所者へ見舞金

③やわたの里施設整備費

④八幡共同作業所施設整備費

⑤あしたばの家施設整備費

⑥ディアレスト施設整備費

⑦障害児学童保育運営費
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⑧一人暮らしの高齢者・障害者等世帯への
おせち配食

⑨学区福祉委員会の地域福祉活動事業

⑩ボランティア団体と福祉当事者との交流
事業

⑪福祉当事者団体が行う交流事業

⑫第11回ボランティアフェスティバル運営費



社協だより 2006年(平成18年)３月１日( 3 ) �
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社協だより 2006年(平成18年)３月１日 ( 4 )

閉じこもりがちな人

�������������������������������������
料理や買い物に不安｡ 週１回ヘル
パーに来てもらう

週に２回ヘルパーに来てもらい､
一緒に買い物に行ったり､ 料理を
教えてもらったりする

訪問介護 週１回

訪問介護 週２回

通所介護 週１回

通所介護 週１回

通所介護で筋力など運動機能向上
のメニューも追加｡ ヘルパーはや
める

栄養改善の指導を受ける

���������
介護保険制度が改正されます

介介護護保保険険
のの改改正正

介護に頼る割合をできるだけ減らし､
生活の自立を促すために､ 新たに設けら
れる介護予防サービス

主な対象は
①夫や妻との死別などをきっかけに､
閉じこもり気味になり､ 心身の機能
が衰えた人

②入院などで一時的に体力が低下し､
外出の機会が減った人など

｢予防｣で生活の自立促す�生活の自立を促すための介護予防サービスを導入�認知症の人が地域で暮らし続けられるよう､ 通ったり､ 泊まったりで
きるサービスを提供｡ グループホームで認知症対応通所介護を新設�夜間でもヘルパーにきてもらえるサービスの新設�虐待を受けているお年寄りの保護のため､ 定員枠を超えても短期入所
で受け入れる�家族の介護負担を減らすため､ 在宅の難病や末期がん患者の通所介護
などが可能に�ケアマネージャーの質向上のため､ １人あたりの担当数を50件から35
件に引き下げる

改正のポイント

介護予防が始まると…

病院からの退院直後など�����������
����

風呂そうじや料理は不安｡ ヘルパー
を２回にする

専門家が家で転倒予防や脚力を
つけるメニューを指導����������������������

閉じこもりがちな人

訪問看護 週１回

看護師に服薬指導や血圧などをみ
てもらう

訪問介護 週２回

訪問介護 週３回

訪問看護 週１回

通所介護 週２回

訪問看護 週１回

通所介護 週３回

体力も少しつき､ 家事も何とかこ
なせるようになった｡
栄養改善を
やめて､ 口
腔ケアを

訪問介護 週３回

訪問看護 週１回

訪問リハビリテーション 週１回

訪問介護 週２回

体力もついてきたので家でのリハ
ビリは隔週に

訪問看護 週１回

訪問リハビリテーション 隔週１回

通所介護 週２回

訪問看護 週１回

通所に慣れたら
運動器の機能向上
を加える

�



社協だより 2006年(平成18年)３月１日( 5 ) ��介護
の���������������平成18年4月から

障害者自立支援法により､ これまでの支援費制度が廃止され､ 身体障害者､ 知的障
害者､ 精神障害者､ 障害児に対し､ ホームヘルプサービス､ ショートステイ､ 入所施
設等の介護給付費及び自立訓練 (リハビリ等)､ 就労移行支援等の訓練等給付費 (障
害福祉サービス) や､ 心身の障害の状態の軽減を図る等のための自立支援医療 (公費
負担医療) 等が給付されます｡
給付にあたっては､ 市に置かれる審査会の審査及び判定に基づき､ 障害程度区分の

認定を受けます｡
また､ サービスを利用した場合には利用料の１割の負担が必要になります｡ 負担額
については､ 所得等に応じて上限が設けられています｡
一部の施設・事業体系の移行に関する事業を除き､ 平成18年４月１日から実施され
ます｡

①障害の種別 (身体障害・知的障害・精神障害) にかかわらず､ 障害のある人々が必要とす
るサービスを利用できるよう､ サービスを利用するための仕組みを一元化し､ 施設・事業
を再編

②障害のある人々に､ 身近な市町村が責任をもって一元的にサービスを提供

③サービスを利用する人々もサービスの利用量と所得に応じた負担を行うとともに､ 国と地
方自治体が責任をもって費用負担を行うことをルール化して財源を確保し､ 必要なサービ
スを計画的に充実

④就労支援を抜本的に強化

⑤支給決定の仕組みを透明化､ 明確化

障害のある人々の自立を支えます

障害者自立支援法のポイント



各福祉委員会は歳末助けあい募金の配分を受けて活動しています｡
お問い合わせは､社協(�983-4450)まで｡

社協だより 2006年(平成18年)３月１日 ( 6 )�����������
第五小学校区福祉委員会

昨年11月26日に行われた五小祭り｡ 五小校区福

祉委員会は､ 実行委員会のメンバーとして､ 餅つ

きやぜんざいの準備､ 豚汁作りや､ 校内パトロー

ルなどに､ 他の実行委員会の皆さんとご一緒に､

楽しく汗を流しました｡

昨年10月25日､ 京都市市民防災センターを見

学｡ 強風・地震や､ 火災の消火などについて体

験｡ また映像を通じて防災のさまざまを学習しま

した｡

平常からいざという場合に備えて準備が必要で

あることを改めて実感｡

その後は嵐山へ｡ 天竜寺などの名所を自由に散

策しながら親睦を深めました｡

東小学校区福祉委員会���������������
新しい年を迎えて間もない１月14日 (土)､ 東小学校では

｢ふれあいもちつき交流会｣ を開催致しました｡ 当日はあいに

く朝から雨が降る中､ 10時の開始時刻には大勢の子供達が集ま

り､ 地域の方々､ 参加頂いた学校の先生と楽しく餅つき体験

し､ ぜんざいや､ きなこ餅などにして美味しく頂いていまし

た｡ 同時に行われた ｢昔の遊びコーナー｣ では福祉委員やお父

さん達の協力を得てコマ回しやけん玉､ カルタ遊びに体育館内

は子供達の元気な声で満ちあふれていました｡

このもちつき交流会も６回目になり､ 回を重ねるごとに参加

人数も増えて地域の方々､ ご家族､ 学校の先生に参加して頂

き､ 交流の場となっている事と思います｡

今後も身近な交流の場 ｢ふれあいサロン｣ と共に､ 誰もが参

加できる行事を通じて､ 学校､ 家庭､ 地域住民のつながりが広

まり､ 活気に満ちた街づくりに努力してまいりますのでよろし

くお願い致します｡

八幡第四小学校区福祉委員会
◎福祉委員の ｢緊急時 行動マニュアル｣ を検討して作成しま

した｡

このマニュアルは､ 子供やお年寄り､ 障害者の方の突然の事

故等のときに､ 福祉委員があわてる事なく適切な行動と一番適

切に対処していただける連絡先を表示したカードです｡

福祉委員は､ このカードを自宅のいつでも見れる所に張って

いただくように指導しています｡

◎先の社協64号で紹介していただきました ｢緊急時の連絡 調

査票｣ を四小学区全域で実施出来るよう各区､ 自治会､ 町内

会､ 管理組合と協議中です｡

すでに実施活動しております､ 柿ヶ谷地区福祉委員会の過去

３年間の活動内容を実例を挙げて説明し､ 住民の皆様に ｢安全

と安心｣ を身をもって体験し喜んでいただいております｡

このことを､ 他の地区にも広めて行くよう行動中です｡

どこもいっぱいの
にぎわい！！



ボ ラ ン テ ィ ア の 申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ は
八幡市社協ボランティア活動センター(�983-4450)まで

社協だより 2006年(平成18年)３月１日( 7 ) � ��いつ起こるかわからない災害に対し､ 普段から心がけること
はどのようなことなのかについて改めて考え､ 今後の対応策
につなげるきっかけとするために実施します｡� ��������������� ������������ ���������� ��講義､ ワークショップ､ 災害グッズの紹介� ����������������������� �� � �����無料 �����50名 �����定員になり次第������電話またはFAX����������������������������������
������������������������

｢どーなつクラブ｣ と ｢ディアクラブ｣ では､ 春休みに開設する障害児の学童保育を手伝っていただける高
校生以上の元気でやる気のあるボランティアを募集しています｡ 障害児学童保育はハンディを持った子ども達
が生き生きと楽しく過ごせる長期休暇の提供をと開設しているものです｡ ご協力をお願いいたします｡
期 間 どーなつクラブ ３月22日､ 23日､ 24日､ 25日､ 27日､ 28日､ 29日､ 30日､ 31日

４月３日､ ４日､ ５日､ ６日､ ７日
ディアクラブ ３月22日､ 25日､ 26日､ 27日､ 28日､ 29日､ 30日､ 31日

４月３日､ ４日､ ５日､ ６日､ ７日
時 間 ９�30～16�00まで
場 所 八幡市立福祉センター (男山笹谷２)

内 容 花見､バスレクリエーション､調理､散歩､工作､室内遊び等

その他 交通費支給､ 昼食有り

����������������������
表情豊かな子ども達が一緒に遊んでくれるお兄さんお姉さんを待ってまーす

どーなつクラブ 代表 西村
983-3602

ディアクラブ 代表 鳴海
090-5059-2409

申
込
み･

問
合
せ
先

平成18年１月27日�にボランティア連絡協議会の
メンバー42名で箕面市のライフプラザに施設見学に
行ってきました｡ 午前中は､ 施設の見学をし､ 午後
は豊能障害者労働センターに伺い見学をさせていた
だきました｡ 午前中の施設見学では､ 福祉､ 医療､
保健施設が固まっており､ 八幡市でもこのような施
設ができるといいなと思いました｡
午後の豊能障害者労働センターでは､ 住宅街にた

くさんのお店を経営しており､ 定食屋さん､ 点字
室､ リサイク
ルショップ､
お花屋さん等
たくさんの施
設を見学する
ことができま
した｡

先進地視察

八幡市にもこんな施設を… 音声訳 (朗読) の基礎的知識や技術を習得するととも

に､ 視覚障害者に対する理解を深めます｡�������� ������������������ ��������� ������������ ������������������ ������� ��北川富美代さん (盲人情報文化センター講師)� ��八幡市民図書館 ３階集会室� ��午前10時30分～12時30分����無料 (但し資料代300円)� ��30名 先着順� ��しめ切り３月10日����八幡市役所社会福祉課 電話 ��������
日程と内容

������������



社協だより 2006年(平成18年)３月１日 ( 8 )

社協だよりへのご意見･ご感想をお寄せください｡

非常勤(登録)ホームヘルパー募集
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社協のはたらき
社会福祉協議会 (社協) は､ 法人格を
持つ民間の福祉団体で､ 住民の皆様と共
に地域福祉の推進を図る要としての役割
を担っています｡
誰もが住みなれた地域で安心して暮ら
しつづけることができるよう､ 社協は皆
様の声を聴き､ 話し合い､ 地域福祉の充
実を図るため､ 様々な事業の展開や新た
なサービスの開発､ 広報､ 啓発活動を行

います｡ また､ 全住民が会員となって組
織しているため､ 毎年会費の協力をお願
いし､ 社協の貴重な財源として､ 様々な
地域福祉事業に還元させていただきます｡
会員加入の方法について
毎年４月に入りますと自治会のご協力
を得まして､ 各ご家庭に ｢会費ご協力袋｣
を配布させていただいています｡
社協会員にご加入いただきますよう､
よろしくお願いいたします｡

社会福祉協議会の趣旨をご理解
いただき､ ご入会いただきます
ようお願い申し上げます｡

■一般会員 年額１口

500円
■特別会員 年額１口

3,000円
■賛助会員 年額１口

10,000円

４月は社協会員増強月間です

八幡市在住で昭和20年４月２日から昭和50年４月１日
までに生まれた人で原動機付自転車以上の免許を有し､
次のいずれかに該当する資格を有する人

①ホームヘルパー養成研修２級以上の課程を修了した人
②介護福祉士･看護師･准看護師･保健師の資格のある人

詳細は､八幡市社会福祉協議会ホームヘルパーステーショ
ンまでお問い合わせください (075-983-1504)
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http://www.mediawars.ne.jp/̃yawatas/

��������

毎
月
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
世
帯
及
び
一
人
暮
ら
し
の

障
害
者
世
帯
等
の
方
々
に
、
老
人

給
食
が
配
食
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
幡
市
婦
人
会
か
ら
１
月
、
２

月
の
給
食
に
、
利
用
者
の
１
年
の

健
康
を
祈
念

し
た
１
枚
の

手
作
り
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が

添
え
ら
れ
ま

し
た
。


